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マイグレーションとソースの同期

データベースとソースの管理手法が異なる理由
マイグレーションを利用していると、疑問に感じる点があると思います。それは、デー
タベースのバージョンが変わると、それに合わせてソースファイルにも修正が必要となる
点です。データベースについてはマイグレーションを利用して1つ前のバージョンに戻し
たりできるのに、ソースファイルがそのままではあまり嬉しくありません。
この理由の1つには、マイグレーションはすでにリリースして、実運用環境にインスト
ールされたWebアプリケーションに対しても適用できるという点があります。
たとえば、マイグレーションのあるバージョンに対応するWebアプリケーションが稼動
している環境に対して、次のバージョンのソースファイル群（プロジェクトのツリー）を
別のフォルダ名でコピーできます。そこで、現在実行しているscript¥serverコマンドのプ
ロセスを一度終了して、新たにコピーしたプロジェクトツリー上にカレントディレクトリ
を移して、そのフォルダで新たにscript¥serverを実行すれば、Webアプリケーション自体
のバージョンアップは完了です。ファイルシステムはそれなりに柔軟なので、このような
方法で複数のバージョンを保持しておけます。
これに対して、データベースはRDBMSの管理下にあるため、このような方法を統一的
な手段で実現するのは困難です。また、ソースプログラムと異なり、データベースについ
ては、実運用環境のデータと開発環境のデータは異なります。
このため、現在のデータベースを別名で保存し、開発環境の最新のデータベースをレプ
リケーションするというような手法は取れません。したがって、マイグレーションのよう
な手法で、現在のデータベースに対してパッチを当てるほうが現実的です。

Subversionなどによるバージョン管理の紹介
しかし、上で書いたような方法で開発時のソースコードを管理するのには無理がありま
す。開発の進行状態に合わせてプロジェクトのソースファイルツリーをどんどん増やして
いくと、そのうち移動の失敗や上書きなどによって破綻してしまうでしょう。
その理由の1つはプロジェクトツリーが複数のファイルから構成されているからです。

ある特定のファイルの修正は有効だけれども、それ以外のファイルは元の状態に戻したい
というような細かい管理は、ツリー単位のバックアップでは実現できません。そのため、
ファイル単位でコピーしたり削除したりといった作業が必要になります。仮に破綻しない
までも、まったく効率的でもなければDRYでもありません。
こういった問題を避けるために、開発時のソースファイルについてはソースコード管理
ツールを使って管理しましょう。
ここでは、W i n d ow s の Ex p l o r e r に組み込んで使える、To r t o i s e S VN

（http://tortoisesvn.net/）というSubversionのWindows専用クライアントについて簡単に
紹介します。
TortoiseSVNは、Explorerに統合されたソースコード管理ツールのクライアントインタ
ーフェイスです。別に用意したサーバー上のリポジトリからチェックアウト（取得）して、
クライアント環境にワーク用のソースコードツリーを作ります。開発はこのツリーに対し
て行います。

データベースのバックア
ップについては特に触れ
ていませんが、もし実運用
環境であれば、当然マイグ
レーション実施前に行う
ことが前提となります。

ヒ ン ト

なぜ破綻するのかという
と、人間は不注意だから
です。

ヒ ン ト

DRYは、たった1つの場
所に知識を集約すべきと
教えています。ソースコ
ード管理システムのリポ
ジトリがまさにそれだと
言えるでしょう。

ヒ ン ト
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Explorerに組み込ま
れたTortoiseSVNの
コマンドメニュー

サーバーは元のソースコードツリーとコミット（書き込み）ごとの差分を管理している
ので、必要に応じて以前の状態に戻すことができます。また、現時点のワーク用ソースコ
ードと、元のソースコードの差分を参照したり、パッチを作ることも可能です。開発が終
了したらログを付けてコミットします。

リポジトリと開発中
ファイルの差分表示

コミットはユニットテス
トやファンクショナルテ
ストに通った時点で行う
とよいでしょう。また、
ある程度まとまった時点
でタグを付けておくと、
後から取り出しやすくな
ります。

ヒ ン ト

Subversionについては、Tez Kamihira氏がSubversionブックの翻訳を含む非常に充実し
た情報サイト（http://subversion.bluegate.org/）を運営されています。また、雑誌で特集が
組まれていることもあります。これらの情報を参考して、プログラムを管理するようにし
てください。

Windows用のSubversionサーバーには、VisualSVNというWindows移植版がオールイ
ンワンパッケージとなっているので適当ではないかと思います（筆者はLinux上のサーバーを
利用しているので、実際にWindows版を試したことはありません）。VisualSVNについては、
http://www.visualsvn.com/server/を参照してください。
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